
百日咳
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患者情報
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1．百日咳の週別届出状況（石川県、全国）

2018年
n=101

2019年
n=214

2020年
n=24

2021年
n=11

2022年
n=5

2023年
n=9

2024年
n=11

2025年
n=1,002

2018年1週～2025年52週（2026年1月13日時点）

• 2025年は、石川県内で1,002例（届出時点での死亡症例無し）が届出され、その週別推移は全国と概ね
同様だった

• 2025年の届出数は、これまで最多であった2019年を大幅に上回り、4月頃から増加し、7月頃をピークと
してそれ以降は減少した

診断週（全国は報告週）

■石川県 ― 全国

15週
（4/7～13）
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2．保健所別届出状況（石川県）

• 2019年と2025年ともに、5か所すべての保健所管内から届出があった

• 2025年では、5か所すべての保健所管内で、届出数が増加した

2019年 2025年

n（％） n（％）

届出数 214 (100%) 1,002 (100%)

保健所別届出数

金沢市 60 (28%) 312 (31%)

南加賀 120 (56%) 405 (40%)

石川中央 11 (  5%) 152 (15%)

能登中部 16 (  7%) 86 (  9%)

能登北部 7 (  3%) 47 (  5%)
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3．男女別及び年齢階級別年間届出数（石川県、全国）

（石川県）2019年, n=214（男：100、女：114） （石川県）2025年, n=1,002（男：513、女：489）

■男 ■女年齢階級 年齢階級

（0歳の症例数：10例_5%）
月齢6か月未満：8例
月齢6か月以上：2例

（0歳の症例数：22例_2%）
月齢6か月未満：17例
月齢6か月以上：5例

749例(74%)

• 2019年と同様に、2025年は、石川県と全国ともに5～14歳の届出数が多かった（746例 74％）

• 2025年における石川県の0歳症例の届出数は22例（2％）だった
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（全国）2025年, n=89,365（男：44,465、女：44,900）（全国）2019年, n=16,845（男：7,529、女：9,316）
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4．症状別割合（石川県）

• 2019年と同様に、2025年は「持続する咳」と「夜間の咳き込み」が他の症状に比べて多く報告された
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5．診断方法別届出数（石川県）

診断方法（重複あり）
2019年(n=214) 2025年(n=1,002)

n (%) n (%)

分離・同定 0 (  0％) 2 (  0%)

病原体遺伝子の検出 71 (33％) 673 (67%)

抗体の検出 147 (69％) 146 (15%)

イムノクロマト法※ - ( - ) 170 (17%)

臨床決定 11 (  5％) 29 (  3%)

※2021年6月3日、イムノクロマト法が届出上の検査方法として新規追加

• 2025年は、病原体遺伝子の検出を用いた診断による届出が67%であり、2019年の33%よりも増加した

• 一方で、抗体の検出による診断の割合は減少していた

• 2025年の届出のうち17%がイムノクロマト法を用いた届出だった
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病原体情報
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対象
生後6か月以下若しくは予防接種未接種の乳児かつ、

以下のいずれかを満たすもの

① 百日咳と診断した場合（臨床診断含む）
② 病歴、身体所見、接触歴等から百日咳を疑い、

自院での百日咳検査の結果判明までに時間を 
要する場合

6．石川県におけるマクロライド耐性百日咳菌（MRBP）の検査体制について

• 令和7年6月17日付 健第914号 医第468号 「マクロライド
耐性百日咳菌（MRBP）の鑑別検査の実施について（協力
依頼） 」

    →医療機関へ通知
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（1）リアルタイムPCRにて百日咳菌の確認

百日咳菌を含む類縁菌の検索

リアルタイムPCR

⇒百日咳菌、パラ百日咳菌、Bordetella holmesii、M.pneumoniae の4種が同時に検出可能

解析対象：23S rRNAの2047番目の遺伝子（A2047G）の変異の有無

2047番目の塩基：A（アデニン）⇒ 変異無し

2047番目の塩基：G（グアニン）⇒ 変異あり  マクロライド耐性※

  ※これまでのMRBPのほぼ全てがA2047G変異がある

（2）マクロライド耐性に係る遺伝子の変異確認

7．百日咳菌の検査法について
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年齢
月齢

性別 発病日 検体採取日 菌種
（リアルタイムPCR）

マクロライド耐性遺伝子変異

1 0歳1か月 女 R7.6.15 R7.6.18 百日咳菌 陽性 A2047G 変異なし（感受性）

2 0歳1か月 男 R7.6.26 R7.6.27 陰性

3 0歳1か月 男 R7.6.25 R7.6.27 陰性

4 0歳1か月 女 R7.7.27 R7.7.31 陰性

5 0歳3か月 女 R7.8.29 R7.9.11 百日咳菌 陽性 A2047G 変異あり（耐性）

6 0歳3か月 男 R7.9.23 R7.9.30 百日咳菌 陽性 A2047G 変異あり（耐性）

7 0歳2か月 男 R7.9.24 R7.10.3 陰性

8 0歳3か月 男 R7.10.17 R7.10.22 陰性

8．検査結果
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• 2025年の検査依頼は8件あり、うち3件が百日咳菌であった
• 百日咳菌であった3件のうち2件がMRBP（マクロライド耐性変異あり）であった



百日咳検査実績アンケート調査
国立健康危機管理研究機構
国立感染症研究所
細菌第二部第一室

・回答施設数：41施設
・対象期間：2025年7月〜9月

（2025年11月10日更新）

制限
・ 一部の地方衛生研究所における調査結果
・ 地方衛生研究所により、調査対象等が異なる

●

9．全国のMRBP検出率（参考：国立感染症研究所資料）
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MSBP


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3: 　1．百日咳の週別届出状況（石川県、全国）
	スライド 4: 　2．保健所別届出状況（石川県）
	スライド 5: 　3．男女別及び年齢階級別年間届出数（石川県、全国）
	スライド 6: 　4．症状別割合（石川県）
	スライド 7: 　5．診断方法別届出数（石川県）
	スライド 8
	スライド 9: 　6．石川県におけるマクロライド耐性百日咳菌（MRBP）の検査体制について
	スライド 10: 　7．百日咳菌の検査法について
	スライド 11: 　8．検査結果
	スライド 12

